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Ⅰ「稼げるまち」の実現

1
主要な道路の
整備（恒見朽
網線など）

　主要な街路・道路事業
を重点的かつ速やかに整
備することで、市内の渋
滞対策、物流ネットワー
クの強化、地域間の連
携・交流促進を図る。

道路
計画
課

道路整備に
よる所要時
間短縮の合
計値（R13
目標：52.8
分）

R13 0.0分 R5 1.9 分 1.9 分 100.0% 3,147,694 3,866,989 順調

　都市計画道路である汐井町牧山海岸線などの
路線は令和6年度内に供用開始しており（延長
1.3km）、道路整備は概ね計画通りに進捗して
いることから、「順調」と判断。

継続

2
自動車専用道
路ネットワー
クの整備

　港湾・空港・鉄道ター
ミナルなど、拠点間を結
ぶ交通・物流ネットワー
クの構築や地域間の連
携・交流促進を図るた
め、環状放射型自動車専
用道路ネットワークの整
備を推進する。

道路
計画
課

枝光ランプ
～戸畑ラン
プ間の所要
時間短縮値
（R15目
標：25.5
分）

R15 0.0分 R5 25.5

分
（R
15
ま
で）

― ― 1,567,000 1,818,516 順調

　戸畑枝光線の令和15年度の供用開始に向け、
令和6年度予定していた道路改良工事 等は計画
通りに完了（計画：橋梁下部工1基，実績：橋
梁下部工1基）していることから、「順調」と
判断。

継続

Ⅱ「彩りあるまち」の実現

3
折尾地区総合
整備事業（都
市構造）

　折尾駅周辺のにぎわい
づくりを推進する。

折尾
総合
整備
事務
所

賑わい空間
を活用して
イベント回
数を増や
す。

R8 40回 R3 94 回 129 回 137.2% 92,400 72,294 順調

　都市再生整備計画に基づき事業が進んでお
り、令和6年度に公共施設（駐輪場）の整備も
完了している。また、賑わい空間でのイベント
回数が目標値を上回り、にぎわいづくりの創出
ができていることから、「順調」と判断。

継続

4
都市再生整備
計画（公園）

　官民が連携し、東田地
区の公共空間の魅力向上
を図るとともに、観光交
流拠点の中核にふさわし
い都市環境の形成を推進
する。

公園
管理
課

東田地区来
訪者の平均
滞在時間

R7 1.2時間 R1 1.2 時間 1.1 時間 91.7%

東田地区の
主要地点に
おける歩行
者通行量

R7
11,356
人/日

R2 11,356
人/
日

― ― 80,000 80,000
概ね
順調

　令和6年度は予定していた整備が完了した。
工事期間中に東田大通り公園が利用できなかっ
たことによる、平均滞在時間の減少も少なかっ
たことから、「概ね順調」と判断。

継続

「北九州の台所」旦過地
区のまちづくり

5
旦過地区再整
備事業

　長年市民に親しまれて
いる旦過市場の魅力向上
と、市場に隣接する神嶽
川の治水安全度の向上の
ため、河川事業と一体と
なった旦過地区の再整備
を推進する。

神嶽
川旦
過地
区整
備室

特定消防区
域（木造密
集地）の解
消

R9

特定消
防区域

(木造密
集地)：
5,278㎡

R1
解消率
61.0

％
解消率
61.0

％ 100.0%

計画規模降
雨（1/50年
確率）に耐
えうる河川
整備の完了

R13
事業進
捗率：

0％
R1

事業進
捗率
20.0

％ 17.7 ％ 88.5% 803,741 899,618
概ね
順調

　旦過地区区画整理についてはA、BC地区の既
存建物の解体が完了し、特定消防地区の解消が
計画どおり進捗している。神嶽川の河川改修に
ついても概ね計画どおり進捗しているため、
「概ね順調」と判断。

継続

魅力ある住環境の整備 6
折尾地区総合
整備事業

　駅を中心とした道路改
築工事を推進する。土地
区画整理事業区域内にお
ける宅地や道路整備を推
進する。

折尾
総合
整備
事務
所

進捗率 R10 89.0% R5 93.0 ％ 93.0 ％ 100.0% 3,313,685 3,189,686 順調

　令和6年度で連続立体交差事業が完了すると
ともに、街路事業や土地区画整理事業において
も、住環境の整備が着々と進み、目標値を達成
していることから、「順調」と判断。

継続

Ⅲ「安らぐまち」の実現

7
主要河川の整
備

　近年、激甚化・頻発化
する豪雨災害等の浸水被
害を抑制するため、治水
事業の根幹となる河川改
修を実施する。

水環
境課

浸水被害の
低減（河川
の護岸整備
完了）

R11 2河川 R5 2 河川 2 河川 100.0% 1,503,100 1,615,600 順調

　浸水被害の低減を目標とした河川護岸整備
は、令和6年度目標の2河川完了を達成している
ことから、「順調」と判断。
　今後も国や県と連携しながら、計画的な河川
整備を進めていく必要がある。

継続

8
豪雨災害から
市民を守る緊
急対策事業

　平成30年7月豪雨により
被害が発生した河川の改
修や河川情報システムの
強化等により、市民が安
全・安心を感じるまちづ
くりを推進する。

水環
境課

浸水被害の
低減（河川
の整備完
了）

R7 4河川 R5 4 河川 4 河川 100.0% 597,800 517,457 順調

　溢水した普通河川の改修事業については、地
元と合意形成を図りながら、着実に進めてい
る。また、河川情報システムの強化対策につい
ても、水位計や監視カメラの設置等を予定どお
り進めている。以上のことから「順調」と判
断。
　今後も、計画的な河川整備を進めていく必要
がある。

継続

通学路の安全対策の強化 9
通学路の安全
対策

　登下校中の児童が交通
事故に巻き込まれず、安
全に安心して通学できる
環境を整えるため、教育
委員会や学校関係者、警
察と一体となって、さら
なる通学路の安全対策を
推進する。

道路
計画
課

子どもが関
連した事故
件数の減少

― 52件 R5
R5年比
減少

54 件 96.2% 793,069 706,060
概ね
順調

　通学路交通安全プログラムに基づき、学校・
地元・警察と協働して、安全点検・安全対策を
実施し、子どもが関連した事故件数が令和5年
度と同程度であることから、概ね順調と判断し
た。

継続
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道路ネットワークの整備

官民連携によるまちづく
りの推進

実績値

53


